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?セッション?>
座長：武井 智幸（公立藤岡総合病院）
臨床症例
１．尿道損傷に対してホルミウムレーザーを併用した内視
尿道切開術を行った１例
安田 幸一（日高病院 泌尿器科初期研修医）
秋山恵里奈，福間 裕二，大竹 伸明
羽鳥 基明，関原 哲夫
（日高病院 泌尿器科）
宮澤 慶行 （群馬大院・医・泌尿器科学）
青木 雅典
（群馬県立がんセンター 泌尿器科）
症例は83歳男性.X年9月16日に転倒し会陰部打撲.
その後尿閉と外尿道口からの出血を主訴に前医受診.尿道
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